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惨つ

は

よ

診

し

受

ま
の

け

で

届

故

に

事

保

通

国
交

ず
田

必

ロ
国
U
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口
口
口

ひ
と
こ
と

社
会
は
人
々
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
社

会
の
き
ま
り
を
つ
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
法
作
、
い
ま
ひ

と
つ
は
道
徳
で
あ
り
ま
す
。

私
の
峨
場
は
、
お
客
様
や
荷

物
を
臨
日
事
目
的
地
に
届
け
る
こ

と
が
仕
事
で
す
。
で
す
か
ら
つ

ね
に
駅
舎
内
の
都
町
枯
れ附
、
旅

客
の
サ
ー
ビ
ス
改
普
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。
瀬
棚
線
も
み

通 は が
ず 附μ
る
ν 

写真 瀬棚線廃止反対総決起大会で町長報告

瀬棚線廃止反対総決起大会開く

国鉄諮河委員会 7)小委員会は、赤字路線乃廃止を打らt，
l t二。これに瀬棚線 L合えれて 、、る 。この諮胡委員会の方

針I.i、進展 しづつある地方の開発を妨久住民の1.;'舌、文

化の格差 を一層広げる 、ど六日北桧山町公氏館I 関係可の

代表約70人か集 1')、国鉄瀬棚線廃止反対総決起犬会 を聞

いた。 この大会て、廃止の方針 を直らに徹回、地方i五fi.の
不安 を解消すること を要求する、を決議 lt:。町;;1ゐもfて

このよ主動を進めているが、itよなる赤字だけで乃廃止は、開

発計画に も重大な支障があ っ、町民こぞってこ ?Ji亙動!二参

画された、、。
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事
故
は
必
ず
届
け
る

自
動
車
事
故
で
医
師
の
診
療

を
求
め
る
と
き
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
は

「
保
険
で
か
か
れ
ま

せ
ん
」
と
い
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
は
自
動
車
事
故
町
場
合

の
医
療
費
は
、
加
害
者
が
支
払

う
も
の
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
自

動
車
損
害
賠
償
支
任
保
険
(
自
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口
口
口
口
口
口
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三

工

惨つ

は

よ

診

し

受

ま
の

け

で

届

故

に

事

保

通

国
交

ず
皿

必

口口
口
口
口
口
口
口

、ひ
と
こ
と

社
会
は
人
々
に
よ
っ

て
桃
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
社

会
の
き
ま
り
を
可
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
法
律
、
い
ま
ひ

と
つ
は
道
犯
で
あ
り
ま
す
。

私
の
職
場
は
、
お
客
係
や
荷

物
を
証
事
目
的
地
に
開
け
る
こ

と
が
仕
事
で
す
。
で
す
か
ら
つ

ね
に
駅
舎
内
の
部
出
格
附
、
旅

客
の
サ
ピ
ス
改
普
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。
瀬
棚
線
も
み

な
さ
ん
の
協
力
か
ら
駅
平
人
道

国
民
健
康
保
険
の
財
源
は
、

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療

自
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
不
幸
に
し
て
自
動
車

事
故
な
ど
第
三
者
の
有
為
に
よ

り
出
気
に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を

し
た
と
き
は
、
必
子
町
に
届
け

出
る
こ
と
で
す
。

こ
線
楠
も
立
派
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
に
あ
わ
せ
調
度
品
も
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
か
心
な

い
人
の
た
め
ト
イ
レ
の
鋭
が
一
一

度
も
盗
難
に
あ
っ
た
り
、
マ
シ

ジ
ク
イ
ン
キ
に
よ
る
務
部
も
多

く
、
ま
た
池
の
金
仏
も
千
供
た

ち
に
よ
っ
て
荒
さ
れ
苑
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
み
な
さ
ん
の

灯
意
も
無
だ
に
な
り

向て
も
う
少

し
協
力
で
き
な
い
か
4

と
苦
情

が
で
て
い
ま
す
。
町
長
は

「
駅

は
町
の
玄
関
で
、
人
間
の
献
に

通
ず
る
」
と
よ
く
話
し
て
く
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
つ
ね
に
気
を

賠
同
検
)
が
あ
る
か
ら
で
す
。

「
保
険
は
使
え
な
い
L

と
わ
れ

て
も
白
山
で
治
療
す
る
こ
と
は

大
へ
ん
で
す
。
こ
の
た
め
に
届

け
出
が
必
要
な
わ
け
で
す
。

全
額
加
害
者
が
負
担

ぴ
~
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
医

療
貨
は
加
害
者
が
全
部
弁
償
し

て
負
担
す
べ
き
で
す
が
、
そ
の

力
的
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
お

く
れ
た
り
す
る
場
合
に
、
国
民

健
康
保
険
を
使
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
加

害
者
が
負
担
す
べ
き
医
療
伐
を

町
が
一
時
、
か
わ
っ
て
支
払
い

あ
と
で
町
が
医
療
官
舎
被
害
者

に
か
わ
っ
て
加
害
者
に
苅
求
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

ノ
、
ば
り
磁
境
鞍
備
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
利
用
客
も

さ
ぞ
不
満
の
こ
と
で
七
ょ
う

そ
こ
で
み
な
さ
ん
の
協
力
が

品
製
な
わ
け
で
す
υ
子
供
を
も

っ
親
も
、
町
に
住
む
五
も
み
ん

な
協
力
し
て
下
さ
い
。

「
人
命

は
地
球
よ
り
重
い
」
之
い
わ
れ

て
い
る
が
線
路
の
峨
断
、
通
行

も
事
故
の
も
と
で
す
。
明
る
い

町
づ
〈
り
は
や
は
り
道
徳
心
の

品
掛
か
ら
で
、
み
ん
な
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

今
金
駅
長

安
藤
嘉
弘

届
け
て
か
ら
示
談
す
る

自
動
車
事
故
に
よ
る
給
付
の

原
因
は
、
加
害
者
す
な
わ
ち
第

三
者
に
よ
る
行
為
か
ら
起
き
た

も
の
で
す
か
ら
、
被
保
険
者
の

方
は
必
ず

「
第
三
者
行
為
に
よ

る
似
柄
届
」
を
提
出
し
て
下
さ

い
。
ま
た
相
手
方
と
一市
談
を
す

す
め
る
場
合
に
も
、
国
民
地
政

保
険
に
届
け
出
る
前
に
絶
対
示

談
を
結
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

示
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
泣
症
な
ど
が
起
き
て
も
国
保

の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
保
と
十

分
連
絡
を
と
り
、
医
療
政
は
全

制
加
害
者
負
担
と
明
示
す
る
と

と
も
必
要
で
す
。

海
や
川
で
の

事
故
を
防
ご
う

夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
こ
と

し
も
水
難
ン
ス
ン
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
次
の
こ
之
が
ら
を

よ
く
叶
り
事
故
の
な
い
よ
う
お

花
に
注
也
し
ま
し
ょ
う
。

-
水
泳
禁
止
場
所
で
旅
が
な
い

2
泳
ぐ
前
に
必
ず
単
備
運
動
を

す
る

3

3
水
の
中
で
の
恋
ふ
ざ
け
は
や

め
る
。

と
く
に
お
ぼ
れ
た
ま
ね
は
い

け
ま
せ
ん
。

4
水
聞
は
た
く
さ
ん
の
と
も
だ

ち
と
行
く
こ
と
。

ま
た
事
故
の
場
合
は
す
ぐ
近

〈
り
人
た
ち
に
連
絡
す
る
。

月の
く納 期〉

町民税 (1期) 7月 31日

国民健康保険税 (2期) 8月 31日

所得税 (l期〕は 7月31日まで
銀行、郵便局か税務署へ

納税8 7， 

ア
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
障
害
は

受
診
サ
ー
ビ
ス
力

l
に

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障

害
を
よ
り

一
層
機
動
的
に
行
な

う
た
め
、
N
H
K
商
問
政
道
局

に
「
帯
入
信
サ

ー
ビ
ス
カ
l
」
が

配
位
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地

方
の
障
害
時
困
の
探
知
に
山
耐
え

た
も
の
で
赤
と
自
の
γ

l
ト
ソ

カ
ラ

!
の
ス
マ
|
}
な
車
で
す

雑
音
傑
知
機
、
雑
音
屯
非
測
定

慌
の
ほ
か
無
線
機
、
テ
レ
ビ
受

信
機
も
附
え
ら
れ
ア
ン
テ
ナ
は

八
メ
ー
ト
ル
の
日
さ
ま
で
仲
縮

自
在
で
す
υ

こ
れ
に
よ
っ
て
受

信
者
か
ら
の
改
普
依
頼
も
グ
ソ

と
向
上
さ
れ
、
行
動
半
経
も
広

〈
な
り
ま
す
。
今
金
地
方
に
、

巡
回
さ
れ
る
干
定
で
す
の
で
、

雑
音
や
障
害
で
刷
ま
っ
て
い
る

ガ
は

「
受
信
サ
ー
ビ
ス
カ

L

を
見
た
ら
気
が
る
に
ご
陥
談
下

キ
C

い
。
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国
国
農
薬
の
危
害
を
防
ぐ

l立設
業
の
危
害
を
防
ぐ
に
次
の

こ
と
が
ら
を
司
り
ま
し
ょ
う
0

0
散
布
漬
の
調
盤

ー
制
製
は
必
ず
説
明
笛
の
指
示

ど
お
り
正
し
く
う
す
め
る
こ

と
。

。
散
布
の
と
き

l
体
の
悪
い
人
、
生
理
自
の
婦

人
、
低
産
婦
や
過
哲
気
味
の

人
は
作
梁
に
従
事
し
な
い
。

2
附
干
、
マ
ス
タ
、
手
袋
、
長

そ
で
、
長
ズ
ボ

ン
は
完
全
に

活
用
す
る
。

3
体
を
つ
ね
に
風
K
に
お
き
散

布
液
や
、
粉
末
を
浴
び
な
い

よ
う
に
す
る
。

4
作
来
は
川
相
h

グ
の
涼
し
い
時
間

を
選
び
、
日
中
の
暑
い
と
き

は
さ
け
る
こ
と
。

。
散
布
後
は

l
全
身
を
右
け
ん
で
洗
い
、
よ

く
ウ
ガ
イ
す
る
。

2
下
前
類
ま
で
全
部
と
り
か
え

作
業
衣
は
石
け
ん
で
洗
う
。

3
作
業
後
酒
を
飲
ま
な
い
こ
と

4
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
、

す
ぐ
医
師
の
診
断
を
受
け
、

山
凶
器
の
輸
如
、
名
祢
を“
nH

げ

る
こ
と
。

⑨
利
子
の
記
入
は
郵
便

局
で

郵
便
川
で
は
、
こ
と
し
の
十

一
月
ま
で
に
、
み
な
さ
ん
の
通

協
貯
金
の
利
子
を
地
方
貯
金
局

か
ら
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ

て

い
ま
す
。

通
知
告
に
は
、
間
企
の
現
花

高
と
、

=一
月
ま
で
の
利
子
が
記

入
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
耐
き
ま
し
た
ら
、
出

金
通
帳
の
現
在
高
と
対
問
、
し
、

ち
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
通
知

告
の
記
入
欄
に
現
在
日
川
と
年
月

日
を
樫
き
、
投
が
ん
く
だ
さ
い

ま
た
、
利
子
は
払
戻
し
て
も

貯
金
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
通
知
特
が
な
く
と
も

郵
他
局
の
窓
口
で
刺
子
は
記
入

で
き
ま
す
c

こ
れ
ら
の
手
続
に

つ
い
て
近
く
の
郵
便
局
に
問
い

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

(花
石
、
稲
川
、
今
金
日
)

V
家
畜
の
異
動
届
は
早

く
日
山
近
牛
肉
の
異
動
か
か
な
り

附
え
て
い
ま
す
ロ
と
こ
ろ
が
町

出
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
ま
せ
ん

、~，， : "

出
生
さ
れ
た
と
き
、
死
亡
の
と

庄
は
必
ず
早
め
に
届
け
て
く
だ

文、ぃ。
問
先
は
町
民
際
ま
で
。

悶
お
盆
融
資
に
つ
い
て

辺
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中

小
商
工
業
者
に
対
し
て
「
お
致

金
融
」
の
申
込
を
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。
申
込
さ
き
は
町
内
の

金
融
機
関
で
八
月
十
日
ま
で
で

す
。

融
資
金
額
一

-百
万
円
以
内

融
資
別
間
六
カ
月
以
内

融
行
制
部
各
金
融
機
関
の
利
率

担
保
原
川
と
し
て
必
要

く
わ
し
い
こ
と
は
商
工
会
か

役
場
産
業
課
に
問
い
合
せ
下
さ

、
。

し口
胃
腸
病
検
診
の
申
込

を

阿
川
防
相
検
診
の
申
込
を
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。

対
象
H
三
十
五
才
以
上

説
也
君
、
既
白
椋
は
有
令

制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

人
民
H
1

先
新
三
百
人

検
骸
U
七
月
二
九
円
n
三
十
円
二

円
H
H

(
く
わ
し
い

こ
と
は
町
民
間

へ〉

。
参
議
員
選
挙
の
投
票

率
参
椴
院
犠
ハ
同
選
挙
の
投
聡
串

は
六
六

・
九
O
M
で
前
向
よ
り

買

・
二

一
対
上
向
り
ま
し
た
。

明
六
九

・
O
一
係

女
六
三

・
O
四
%
で
す
。

A
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
こ
の
よ

う
に
よ
い
成
約
と
な
り
ま
し
た

よ
ろ
こ
び

か
な
し
み

(
6
月
分

出

生

叩
名

北
川
史
穂
、
佐
藤
公
美
、
大
打

布
骨
、
官
凹
併
、
大
和
さ
っ
き

食中毒の追放は手洗いから

、
武
雌
闘
襲
、
外
崎
明
湖
、
渡

部
氏
子
、
笠
原
克
加
、
多
川
勝

敏、

万
谷
哲
子
、
山
共
同
明
、

犬
広
丸
山
官
、
笠
原
美
佐
枝

(
以

上
今
金
〉
石
叩
'さ
な
え
(
樋
川

〉
長
谷
川
優
若
干
(
川
代
)
桜

引
辛
子

(神
丘
)
村
上
院
干

(

御
影
)

婚

姻

3
組

吉
田
健
一

a
岡
崎
素
子
、
古
昔

新
一

目
桜
庭
咲
市
山
(
今
金
)
山

口
敏
幸
E
田
中
直
子
(
鈴
金
)

死

亡

5
名

平
野
伊
勢
松
邸
(
神

E
)
山
石

文
代
特
(
傾
川
)
樋
口
キ
ク
エ

日
』
(
政
川
)
費
計
テ
ァ
干
位
、

抑
紙
附
お
(
今
世
)

人
物
往
来

(六
月
)

四
日
H
n
M
辿
所
船
主
所
宮
野
部

長
事
務
連
絡
の
た
め

五
日
H

同
館
開
発
建
設
部
長
町

円
視
察

六
回
目
道
教
育
委
員
一
行
町
内

視
察
と
懇
識
の
た
め

十
一

日
H
八
雲
税
務
署
由
税
課

長
事
務
迎
絡

寸
三
日
H
桧
山
王
庁
林
務
斜
長

事
'
M
打
合
せ

十
八
日
目
沌
川
市
段
委
視
察

ニ
九
臼
H
桧
山
主
斤
税
務
問
畏

事
務
連
絡


